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急性気管支炎2例,肺 炎6例,肺 膿瘍1例,急 性膀 胱炎1例,慢 性膀胱 炎1例,急 性腎盂 腎炎1

例,そ の他4例 の計16例 にMT-141を 投与 した。 これ ら症例 の うち,効 果解析対象 は12例 で,

その成績 は著効2例,有 効6例,や や有効1例,無 効3例 であった。 自他覚的副作用 は認め なか っ

たが,赤 血球減 少1例,ヘ モグロビン低下1例,赤 血球減 少 ・ヘモ グロビン低下1例,GPT上 昇

1例 の計4例 に臨床検査値 の変動を認めた。

MT-141は 明治 製菓 中央研究所 において開発 さ れ た

7α 位 にメ トキシ基 をもつセファマイシソ系抗生 物質 で

ある。 このものは7位 側鎖にア ミノ酸 を含んでお り,こ

れ までのセフェム系抗 生物質 では この ようなDア ミノ酸

側鎖を もつ ものはな く,新 しい型 のセフェム系抗 生物質

であ り,注 目に価す ると思われ る。

本剤はS.aureus,S.pneumoniae,S.pyogenes,E.

coli,K.pneumoniae,H.influenzae,P.mirabilis,

Indole(+)Proteus,B.fragilisな どに対 して抗菌力

を有す るが,ど ち らか といえばin vitro作 用 よ りin

vivo作 用 が優れ,グ ラム陰性菌に対 しては本剤 と同程度

のMICを 示す他 のセファマイシソ系抗 生物質 に比べ て

短時間 で溶菌力 を発揮す るといわれてい る。 本剤 は体内

で代謝 を受けず,投 与 された本剤の大部分が尿中に排泄

され る とされ ている。

以上 のよ うな特徴 のあ る本剤を呼 吸器感 染症 お よび尿

路感染症 の16例 に投与 し,本 剤 の有用性 と安全性 を検

討 した。

1.対 象および投与方法

弘前大学医学部第三 内科 の関連施設 に入院中 の16例

に本剤 を投与 したが,こ の うち3例 は感染症の症状が乏

しく,肺 癌 あるいは肺気腫 のみ,あ るいは左房内粘液腫

と後 で診断 され てい る。 また,1例 は急性腎盂腎炎 と診

断 して本剤を使用 したが,尿 中か らの分離菌数 の測定を

行 なってお らず,こ れ ら4症 例を臨床効果判定か ら除外

した。 しか し,副 作用お よび臨床検査値異常 の検討には

加 えて行 なった。

12例 の年齢 は26歳 よ り79歳 までで,60歳 以上は

6症 例で あった。男性7例,女 性5例 であ り,疾 患別で

は急性気管支炎2例,肺 炎6例,肺 膿瘍1例,急 性膀胱

炎1例,慢 性膀胱炎1例,急 性腎盂腎炎1例 であった。

これ ら12例 の うち基礎疾患を有す るものは9例 であ り,

有 しない ものは3例 であ り,症 例 の大部分はなん らかの

基礎疾患を もっていた。MT-141の1日 投与量は0.5g

を2回 が4例,1.0gを2回 が8例 であ った。投与 日数

は4日 よ り15日 までであ った。無効症例は4～5日 の本

剤の投与で中止 した。呼吸器感染症 で は7～15日 間投

与,尿 路感染症では4～7日 間投与であ った。本剤の投

与方法は静注が2例,点 滴(1時 間点滴)が10例 であ

った。臨床効果は 自他覚症状 の改善,赤 沈,CRP,白 血

球,尿 沈渣の改善,肺 炎症例では胸部X-Pの 陰影の改

善な どか ら著効,有 効,や や有効,無 効の判定を行なっ

た。細菌 学的効果 は本剤 投与前の喀痰 か ら分離 された細

菌 の うち起 炎菌 と推定 される もの,お よび尿 中細菌の本

剤投与後の消長か ら判定 した。

II.臨 床 成 績

MT-141投 与症例の年 齢,性 別,感 染症診断名,本 剤

の投与量(1日),投 与 日数,投 与方 法,分 離菌,分 離

菌別 細菌 学的効果,臨 床 効果,副 作用,臨 床検査値異常

をTable1に 示 した。2例 の急性気管支炎 では起炎菌 と

思われ るものは検 出され な か っ た。 肺炎例 では1例 で

P.maltophiliaお よびA.calcoaceticusが 起炎菌 と推
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Table 1 Results of clinical investigations of 16 cases treated with MT-141

定 されてお り,本 剤投与後 に消 失 してい る。尿路感染症

では.E.coliが3例 に検 出され てお り,本 剤 投与に よ り

すべて消失 しているが,2例 でCandida,P.aeruginosa

が検出 され,菌 交 代 と判 定 した。分離菌 別細菌学的効果

は菌交代をも含める と有 効率は100%で あ った。疾患

別臨床効果 をTable2に 示 したが,急 性気管支炎 の2例

では2例 とも有効,肺 炎 の6例 では1例 が著 効,2例 が

有効,1例 がやや有効,2例 が無効 であ った。肺膿瘍 の

1例 では有効 であ り,急 性膀胱炎 の1例 で著効,慢 性膀

胱炎 の1例 で有効 急性腎盂腎炎 の1例 が無効で あった。

全体では著効2例,有 効6例,や や有効1例,無 効3例

であ り,有 効 以上 より有効 率を算定す ると66.6%で あ
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Table 2 Results of clinical effects of cases treated

with MT-141

った。やや有効お よび無効例を検討する と,す べ て基礎

疾患を伴 っていた。 症例No.3は79歳 の男性 で,急 性

肺炎 の症例 である。基礎疾患 として糖尿病 と高血 圧症を

伴 ってお り,肺 炎 の陰影 は右下肺野 に大 きな ものがみ ら

れ,喀 痰 は始めか らみ られ なか った。胸部 ラ音が聴えた

が,チ ア ノーゼは認 め られ て い な い0赤 沈は1時 間73

mm,白 血球9,800,CRP 5(+)で あった。1日,1g

を2回 本剤を投与 したが発 熱 咳嗽が 出現 し,4日 後 の

胸部X-Pで 陰影の改善が 全 くみ られ ず,白 血球数 も

10,400,CRP 2(+)で あった0本 剤に無効 と判 断 し,

GM 1日60mg,SBPC 1日5g,免 疫 グロブ リン1

日2.5gの 投与に変更後解熱 し,レ 線陰影 の 改 善 もみ

られ た。症 例No.4は42歳 の男性で,基 礎疾患 として

肝障 害を伴 っていた。39℃ の発熱,咳 嗽,喀 痰,ラ 音 な

どがみ られ,胸 部X-Pで は左下肺野に陰影がみ られ,

赤 沈1時 間 値 が74mm,白 血球数7,300,CRP 6(+)

であ った。 本剤を1日2gを 朝夕2回 に分割 して投与 し

たが4日 目で も解熱せ ず,一 般症状 の改善 もみ られず,

レ線陰影は悪化 し,左 肺野2/3以 上 に拡大 し,赤 沈110

mm/1時 間,白 血球 数6,400,CRP 5(+)で あ り,本

剤 に よる治療 効果は無効 と判 定 し,PIPC 1日2g,免

疫 グロブ リン1日2.5gに 変更後4日 目に解熱 し,そ の

後に胸部X-P陰 影 も改善 された。症 例No.5は78歳

の男性で陳 旧性肺結核を伴 ってい る肺 炎 の症 例 で あっ

た。発熱はみ られないが,咳 嗽があ って,胸 部X-Pで

右下肺野に陰影が出現 してお り,白 血球数8,500,CRP

(+),赤 沈70mm/1時 間であ った。 本剤1日2gを 朝

夕2回 に分割 して,14日 間投与 した。本剤投与 に よ り

咳嗽は改善 されたが,胸 部X-Pで の陰影の縮 小は軽度

で,白 血球数6,700,CRP(+),赤 沈33mm/1時 間で

あった ので,や や有効 と判定 した。症例12は 急性腎盂

腎炎 の症例 であるが,発 熱(39.2℃),腰 痛,頻 尿 を 訴

え,尿 沈渣で 白血球多数,尿 中か らE.coliが105/ml

分離 され,本 剤投与4日 目では まだ 発 熱(38℃),背 部

痛が あったが,尿 沈渣 で白血球2～3と 減少 し,尿 か ら

細菌は分離 されなか った。 自覚症状 の改善がみ られなか

った ことか ら主治医は無効 と して い る。UTI基 準から

は著効症例 であるが,本 剤投与3日 後 の自覚症状の改善

がみ られ ないこ とか ら無効 とした。

本剤投与 に よる 自他覚的副作用 は特 に認め られなかっ

た。本剤投与前後 の臨 床 検 査 値 をTable3に 示 した。

症 例No.8は 肺 炎の症 例であるが,本 剤投与後に赤血球

数,Hbの 減少がみ られ,症 例No.12は 急性腎 盂腎炎

の症例であるが,赤 血 球数 の減少が本剤投与後にみられ,

症例No.16は 除 外例であ るが,本 剤投 与後 にHbの 低

下がみ られた。症例No.6は 肺炎例であるが,本 剤投与

後 にGPTの 上昇(60)が 認め られた。 以上から本剤投

与後 に臨床検査値異常が認め られた ものは16例 中4例

であ った。

III.考 察

MT-141は 従来 のセフェム系抗生物質 と異な り,7位

の側鎖 にDア ミノ酸 をもってお り,大 腸菌な どのグラム

陰 性菌に対 して同程 度のMICを 示す他 のセ ファマイシ

ン系の薬剤 に比べて短 時間で強い溶菌 力を発揮する点で

注 目されてい る。 このMT-141の 強 力な溶菌力は同剤

の7位 側鎖のDア ミノ酸末端 基がペ プチ ドグリカンと極

めて結合 しやすい性質を もつため といわれている。

本剤 の1g静 注時 の血 中半減期は1.9時 間前後 とさ

れ本剤は生体内で代謝を受けず,腎 排泄 され,1g静 注

後 の6時 間 までの尿中排泄は75.2±2.69%,24時 間で

97.6±0.92%と されてい る1)。

以上 のよ うな特徴を もつ本剤を呼吸器感染症 および尿

路感染症 に投与 した。疾患別臨床効果は急性気管支炎で

は2例 が有効,肺 炎 では1例 が著効,2例 が有効,1例 が

やや 有効,2例 が 無効 であ り,肺 膿瘍 では1例 が有効,

急性膀胱炎 の1例 が著効,慢 性膀胱炎 の1例 が有効 急

性腎盂腎炎の1例 が無効 であ り,全体 で著効2例,有 効6

例,や や有効1例,無 効3例 であ り,有 効以上 よ り有効

率を算定す ると66.6%と あ ま り良 くはなかった。第31

回 日本化学療法学総会の新薬 シンポ ジウムIでMT-141

が取 り上げ られてい るが,そ の報告では内科系 の有効率

は79.4%で あ り,肺 炎76.6%,慢 性呼 吸 器 感 染 症 で

81.7%,尿 路感染症 で70.4%で あ り,こ れまでのセフ

ェム系抗 生剤 の第三世代 のもの とほ とん ど 同 等 で あ っ

た。著者 らの本剤 を投与 した症例は基礎疾患を合併 して

いる ものが多 く,75%に 基礎疾患を もっていた。新薬

シンポ ジウムで も基礎疾患 のある感染症 に本剤を投与 し

た ときの有効 率 が74.3%,基 礎疾患 のない症例での有

効率は87.4%と,基 礎疾患を もった症例 での有効率は

低値であ った。 この ような現象は殆 どすべ ての抗生剤に

認 め られている。
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Table 3 Laboratory findings before and after MT-141 treatment

副作用 は著者 らの本剤を投与 した16例 では認 め られ

なか った0本 剤 の新薬 シ ンポジ ウムでの副 作用発 現例数

は1.4%で あ り,従 来 のセフ ェム系 の も の に 比 べ て 低

い。副作用の主 な ものは発疹(0.7%),下 痢(0.3%)で

ある。本剤投与後 の臨床検査値 異常 として著者 らの症例

では赤血 球数 とHbの 低下1例,赤 血球 数の低下1例,

Hbの 低下1例,GPT上 昇1例 の合計4例(25%)で あ

った。 これ らの検査値 異常 は本剤 との関連が疑われ る。

本剤 の新 薬 シンポ ジウムでは臨床検査値異常例は本剤 と

の因果関係が あるもの36例,関 連 が疑 われ る もの73

例で,合 計109例 であった。測定 例数は 検 査 項 目に よ

って異 なるが,一 番測定 例数 が多い もの は 白 血 球 数 で

1,016例 で あった ので,本 剤 に よる臨床検査値異常は こ

れ までのセフ ェム系抗 生剤 の中で も多い方で あろ うと考

えられ る。
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To evaluate the clinical efficacy of MT-141, the treatment was made with the drug in 12 patients,

including 2 with acute bronchitis, 6 with pneumoniae, 1 with lung abscess, 1 with acute cystitis,

1 with chronic cystitis and 1 with acute pyelonephritis. Responses were excellent in 2 patients,

good in 6, fair in 1 and poor in 3. Of the 16 patients, 4 patients showed the following abnormal
laboratory findings after the treatment ; decrement of erythrocyte and hemoglobin, erythrocyte and

hemoglobin in each one case, and elevation of S-GPT in one case.


